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2019 年に発足した運送業界応援プロジェクト実行委員会

は、未来を担う子供たちに運送業の魅力や役割を伝えよう

と「学校キャラバン隊」事業を実施しています。

表紙の写真は９月６日（金）、市立醇風小学校で行った「学

校キャラバン隊」の一場面。児童たちはトラック・バス・

タクシーの運転士から話を聞いた後、各車両を見学しまし

た。（詳しくは５面をご覧ください。）

今 月 の 表 紙

健康茶・健康食品の企画・受託製造

FSSC22000 GMP ISO14001

https://www.finarl.co.jp
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３

動 向

　
鳥
取
県
商
工
会
議
所
連
合
会
、
県

商
工
会
連
合
会
、
県
中
小
企
業
団
体

中
央
会
の
経
済
団
体
は
９
月
６
日

（
金
）、
産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処

分
場
の
早
期
設
置
を
求
め
て
、
鳥
取

県
の
平
井
伸
治
知
事
と
鳥
取
県
議
会

の
浜
崎
晋
一
議
長
に
そ
れ
ぞ
れ
要
望

書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
県
内
事
業
者
は
、
廃
棄
物
の
抑
制

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
取
り
組
み
に
努
め

て
い
ま
す
が
、
全
て
の
廃
棄
物
を
再

利
用
す
る
こ
と
は
技
術
的
に
困
難
で
、

残
っ
た
産
業
廃
棄
物
は
、
県
内
に
最

終
処
分
場
が
な
い
た
め
、
県
外
の
最

終
処
分
場
に
搬
入
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
近
隣
府
県
の
最

終
処
分
場
は
、
残
存
容
量
が
減
っ
て

い
る
こ
と
や
廃
棄
物
搬
入
に
対
す
る

住
民
感
情
へ
の
配
慮
か
ら
、
他
県
か

ら
持
ち
込
ま
れ
る
廃
棄
物
の
搬
入
を

規
制
。
近
い
将
来
、
県
外
の
処
分
場

が
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
の
事

業
活
動
へ
の
影
響
や
、
廃
棄
物
の
輸

送
コ
ス
ト
で
企
業
収
益
を
圧
迫
し
て

い
る
現
状
か
ら
も
最
終
処
分
場
の
早

期
設
置
が
望
ま
れ
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
、
（
公
財
）
県
環

境
管
理
事
業
セ
ン
タ
ー
は
今
年
５
月
、

廃
棄
物
処
理
法
に
基
づ
く
施
設
設
置

許
可
申
請
書
を
県
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
要
望
に
は
、
県
商
工
会

議
所
連
合
会
の
児
嶋
祥
悟
会
長
、
県

商
工
会
連
合
会
の
澤
雅
子
専
務
理
事
、

県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
の
本
城
聖

一
専
務
理
事
が
鳥
取
県
庁
を
訪
れ
、

安
全
性
な
ど
の
厳
格
な
審
査
を
行
っ

た
上
で
、
管
理
型
最
終
処
分
場
の
早

期
設
置
を
求
め
る
要
望
書
を
手
渡
し

ま
し
た
。

　
平
井
県
知
事
の
代
理
で
要
望
書
を

受
け
取
っ
た
若
松
紀
樹
生
活
環
境
部

長
は
「
管
理
型
最
終
処
分
場
は
産
業

活
動
に
必
要
な
施
設
。
安
全
性
を
第

一
に
審
議
を
進
め
て
い
き
た
い
」
と

述
べ
ま
し
た
。

要請書を受け取る児嶋会長（右）
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障
が
い
者
雇
用
率
は
過
去
最
高
に

　
鳥
取
県
や
労
働
局
、
県
教
育
委
員

会
は
８
月
28
日
（
水
）、
鳥
取
県
商

工
会
議
所
連
合
会
（
児
嶋
祥
悟
会

長
・
鳥
取
商
工
会
議
所
会
頭
）
な
ど

経
済
４
団
体
に
対
し
、
障
が
い
者
雇

用
な
ど
に
つ
い
て
協
力
を
要
請
し
ま

し
た
。

　
鳥
取
県
の
障
が
い
者
雇
用
は
２
０

２
３
年
６
月
１
日
現
在
、
法
定
雇
用

率
（
当
時
２
・
３
％
）
を
達
成
し
た

企
業
の
割
合
が
64
・
２
％
で
、
全
国

平
均
の
50
・
１
％
を
大
き
く
上
回

り
、
障
が
い
者
雇
用
率
は
過
去
最
高

の
２
・
47
％
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
日
の
要
請
で
は
、
平
井
伸
治

県
知
事
、
平
川
雅
浩
労
働
局
長
、
足

羽
英
樹
県
教
育
委
員
会
教
育
長
ら
が

鳥
取
市
本
町
３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会

議
所
ビ
ル
を
訪
れ
、
障
が
い
者
の
雇

用
促
進
と
職
場
定
着
に
向
け
た
環
境

づ
く
り
の
協
力
を
要
請
し
ま
し
た
。

　
要
請
を
受
け
た
児
嶋
会
長
は
「
共

生
社
会
の
実
現
に
向
け
、
会
員
事
業

所
に
周
知
し
て
い
く
。
行
政
機
関
に

は
、
障
が
い
者
雇
用
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、

離
職
防
止
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強

化
を
お
願
い
し
た
い
」
と
述
べ
ま
し

た
。

要望書を手渡す児嶋会長（右から２番目）
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４

動 向

　
建
設
部
会
（
影
井
一
清
部
会
長
）

は
９
月
13
日
（
金
）、
鳥
取
市
本
町

３
丁
目
の
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ル

で
「
建
設
業
向
け 

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス

＆
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
活
用
事
例
セ
ミ

ナ
ー
」
を
開
催
し
、
建
設
部
会
員
事

業
者
の
経
営
者
お
よ
び
実
務
担
当
者

ら
約
20
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
業
界
の
人
手
不

足
に
加
え
、
今
年
４
月
か
ら
始
ま
っ

た
時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
や
公
共

工
事
の
週
休
２
日
制
の
標
準
化
な
ど

を
背
景
に
、
従
来
の
働
き
方
か
ら
よ

り
作
業
を
合
理
化
・
効
率
化
さ
せ
る

必
要
性
を
迫
ら
れ
て
い
る
た
め
、
大

建
設
部
会
主
催
セ
ミ
ナ
ー

ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
＆
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
知
る
こ
と
か
ら

新卒採用内定通知後に連絡が取れなくなってしまった者がいます。内定

を取り消したいのですが、合法でしょうか？

今回は、新卒採用内定取り消しについて説明します。新卒採用において、

より有利な条件を提示する会社からの内定を狙って、あえて内定承諾の

連絡をしてこないというケースが散見されます。会社としては内定取り消しで

対応したいところです。

　ところで、採用内定通知とは、労働者による労働契約申し込みに対する承諾と位置付けられており、採

用内定通知により始期付解約権留保付労働契約が成立します。

そして、この労働契約には解約権が留保されていますので、内定取り消しは、労働契約の解約権を留保し

た趣旨、目的に照らして客観的に合理的と認められ社会通念上相当として是認することができる場合に

合法となります。

　また、始期付とは、新卒採用であることに鑑みると、労働契約としての効力が発生するのが入社予定日

と理解すべきことになりますので、会社と連絡がとれなくなった場合に内定取り消しとなる旨内定通知

書面に記載があればともかく、会社と連絡が取れなくなっ

たからという理由で内定を取り消すことは違法といえます。

会社としては、連絡を取れるよう可能な限り措置を講じる

ことになります。

事業主と労働者のための

法律相談法律相談

QQ ＡＡ＆＆
163 Ａ

弁護士　上　田　雅　稔
（いなば総合法律事務所）

鳥取市本町３丁目２０１　鳥取商工会議所ビル５Ｆ

TEL0857-21-2377 FAX0857-22-6857

Q

 新卒採用内定取り消し新卒採用内定取り消し

講演する千種講師

手
建
設
会
社
が
日
頃
ど
の
よ
う
な
デ

ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
活
用
し
て
い
る
か
な

ど
を
ま
ず
は
知
っ
て
も
ら
お
う
と
開

催
し
た
も
の
で
す
。

　
講
師
は
、
ゼ
ネ
コ
ン
大
手
の
１
社

で
あ
る
大
成
建
設
㈱
中
国
支
店
建
築

部
建
築
室
フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
デ
ィ
ン
グ

チ
ー
ム
Ｄ
Ｘ
推
進
担
当
の
千
種
宣

裕
氏
が
担
当
し
、
自
社
開
発
し
た
ロ

ボ
ッ
ト
の
ほ
か
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ワ
ー
ク
ス

を
は
じ
め
と
す
る
カ
メ
ラ
や
電
子
黒

板
な
ど
既
成
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の

活
用
事
例
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　
ま
た
会
場
で
、
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を

使
用
し
仮
想
空
間
上
に
工
事
対
象
物

を
映
し
出
し
、
顧
客
側
と
打
ち
合
わ

せ
を
す
る
と
い
っ
た
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
千
種
講
師
は
、
生
産
性
向
上
に
向

け
た
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
活
用
の
必
要

性
を
語
る
と
と
も
に
「
社
員
全
体
が

デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
同
じ
レ
ベ
ル
で

扱
え
る
こ
と
が
重
要
」
と
デ
ジ
タ
ル

化
成
功
へ
の
秘
訣
を
述
べ
ま
し
た
。
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５

動 向

　
鳥
取
商
工
会
議
所
観
光
・
交
通
部

会
な
ど
で
組
織
す
る
運
送
業
界
応
援

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
行
委
員
会（
森
本
幸

久
委
員
長
）
は
９
月
６
日（
金
）、
鳥
取

市
西
町
５
丁
目
の
市
立
醇
風
小
学
校

で
「
学
校
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
２
０
２
４
」

特
別
授
業
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
同
委
員
会
は
、
運

送
業
界
の
課
題
に

取
り
組
む
た
め
に
業
界
や
経
済
団
体
、

行
政
な
ど
で
組
織
。
事
業
の
一
環
で

あ
る
特
別
授
業
は
、
子
ど
も
た
ち
に

運
送
業
界
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お

う
と
始
め
た
も
の
で
、
今
年
度
２
校

目
の
訪
問
と
な
り
ま
し
た
。

　
特
別
授
業
に
は
、
同
校
の
６
年
生
39

人
が
出
席
。
前
半
の
授
業
で
は
タ
ク

シ
ー
、
バ
ス
、
ト
ラ
ッ
ク
の
運
転
士
が

仕
事
の
内
容
や
魅
力
、
運
転
士
を
志
し

た
理
由
な
ど
を
話
し
ま
し
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
運
転
士
の
話
を
聞
い
た
児
童

は｢

や
っ
て
し
ま
っ
た
失
敗
談
は
？｣

｢

迷
惑
だ
っ
た
お
客
さ
ん
は
？｣

な
ど

次
々
に
手
を
挙
げ
て
質

問
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
児
童
ら
は
、
校

舎
前
の
広
場
に
移
動
し

て
タ
ク
シ
ー
、
バ
ス
、
ト

ラ
ッ
ク
を
見
学
。
今
回
登

場
し
た
４
ト
ン
ト
ラ
ッ

ク
は
、
貴
重
な
美
術
品
や

文
化
財
な
ど
を
運
ぶ
ト

ラ
ッ
ク
で
、
運
転
席
の
後

方
に
も
座
席
が
あ
る
車

両
。
児
童
は
大
切
な
荷
物

を
運
ぶ
た
め
の
装
備
や
荷
台
に
上
げ

下
ろ
し
す
る
リ
フ
ト
を
見
学
し
ま
し

た
。
各
車
両
の
乗
車
体
験
は
、
運
転

席
に
座
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
握
る
な
ど

普
段
で
き
な
い
体
験
に
児
童
の
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
同
月
27
日
（
金
）、
市
立
湖
山

小
学
校
を
訪
問
し
ま
し
た
。

運送業の魅力を伝える
学校キャラバン隊 in 醇風小
運送業界応援プロジェクト

ＡＮＡからのお知らせ

くわしくは
WEBサイトへ▼

便名 出発 到着
■鳥取⇒東京

便名 出発 到着
■東京⇒鳥取

期間：2024年10月27日～2025年3月29日

2024年 東京便
冬ダイヤ決定！  鳥取砂丘コナン空港 1日 5往復 継続

詳しくは、ANA公式ホームページにてご確認ください。

トラックに乗車する児童たち
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６

動 向

　
県
内
に
さ
ら
な
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
推

進
を
図
ろ
う
と
官
民
組
織
の
「
と
っ

と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
代

表
・
児
嶋
祥
悟
鳥
取
県
商
工
会
議
所

連
合
会
会
長
）
は
９
月
４
日
（
水
）、
鳥

取
市
中
心
市
街
地
の
若
桜
街
道
商
店

街
ア
ー
ケ
ー
ド
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
フ

ラ
ッ
グ
を
掲
出
し
ま
し
た
。

　
毎
年
９
月
か
ら
11
月
の
間
に
行

わ
れ
る
普
及
啓
発
・
実
践
強
化
期
間

「
と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
シ
ー

ズ
ン
」
の
今
年
の
テ
ー
マ
は

『
世
代
を
こ
え
て
つ
な
が
ろ

う
「
と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」』。

鳥
取
県
独
自
の
普
及
啓
発
イ

ベ
ン
ト
な
ど
か
ら
、
老
若
男

女
を
問
わ
ず
県
民
一
人
一
人

に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
理
解
を
深

め
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。

　
こ
の
日
の
フ
ラ
ッ
グ
掲
出

に
は
、
鳥
取
市
本
町
１
丁
目

の
市
立
遷
喬
小
学
校
の
５
、

６
年
生
31
人
が
参
加
。
児
童

は
５
人
１
組
に
な
っ
て
、
ア
ー
ケ
ー

ド
下
の
設
置
棒
54
カ
所
に
、
17
の

ゴ
ー
ル
が
描
か
れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
フ

ラ
ッ
グ
を
取
り
付
け
ま
し
た
。

　
児
嶋
代
表
は
児
童
に
対
し
て
「
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を
理
解
し
て
、

自
分
た
ち
に
何
が
で
き
る
か
家
族
や

友
達
と
一
緒
に
考
え
て
実
践
し
て
ほ

し
い
」
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み
を

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

児童を見守る児嶋代表（左）

　

と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
シ
ー
ズ
ン
２
０
２
４

　

と
っ
と
り
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
シ
ー
ズ
ン
２
０
２
４

遷
喬
小
の
児
童
が
フ
ラ
ッ
グ
掲
出

遷
喬
小
の
児
童
が
フ
ラ
ッ
グ
掲
出

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　　
　　    

若
桜
街
道
を

若
桜
街
道
を
1717
の
ゴ
ー
ル
で
彩
る

の
ゴ
ー
ル
で
彩
る

Vol.88Vol.88

　　　■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ　　　■鳥取大学公開講座 サイエンス・アカデミーのお知らせ
　鳥取大学では教育研究の成果を皆様に紹介する公開講座

『サイエンス・アカデミー』を開催しています。
　鳥取県立図書館を主会場とし、ライブ中継会場として米
子市図書館、倉吉市図書館などでもご聴講いただけます。

○令和６年10月26日（土）10：30 ～ 12：00
　講師：農学部生命環境農学科　准教授　兵頭　正浩
　演題：蛇口をひねれば水がでる
　　　　～農業に使われる水はどこからやってくるのか？～

○令和６年11月９日（土）10：30 ～ 12：00
　講師：工学部電気情報系学科　准教授　西村　亮
　演題：日本電気開闢物語

※お申し込みは電話・メール・ホームページに
て、お名前・ご連絡先・会場のご登録をお願
い致します。

 鳥取大学地域価値創造研究教育機構地域連携推進室
 koken@ml.adm.tottori-u.ac.jp
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ＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口 ０８５７-５２-５８９４相談無料
受託機関：一般社団法人鳥取県発明協会（鳥取市若葉台南7 - 5 - 1）

いんぴっと

：to r imado@ to r i t o n . o r . j p

お気軽に
ご相談
ください

◆お店を開きたい
◆会社を設立したい
◆異業種に進出したい

創業
◆ホームページを作成したい
◆ECサイトを活用したい
◆商品やサービスをアピールしたい
◆商談展示会に出展したい

ＰＲ
営業

経営
管理

◆図面・製造ノウハウの
開示を求められた

◆海外に進出・販売したい
◆競合の状況が知りたい

秘密厳守

技術
開発◆商品を開発したい

◆他社と共同開発したい
◆開発や製造を他社に委託したい

知財無料相談会 ・会 場：鳥取商工会議所 会議室
・相談員：INPIT鳥取県知財総合支援窓口 支援担当者

知財無料相談会は鳥取商工会議所とＩＮＰＩＴ鳥取県知財総合支援窓口が連携して開催しております。

秘匿情報の保護
管理、海外での
権利化、市場調査

イラスト・写真・
キャッチコピー・
キャラクター（著作権）

商品名・商品ロゴ
（商標権）
商品デザイン
（意匠権）

先行技術調査、
委託契約

【申込・問い合わせ】 鳥取商工会議所 経営支援一課 ☎ 0857-32-8005

毎月
第1金曜日
13：00-16：00
（事前予約制）

鳥取県の最低賃金
時 間 額 発 効 年 月 日

957円 令和6年 10月５日

　「鳥取県最低賃金」は、年齢に関係なく、パート
や学生アルバイトなどを含め、鳥取県内の事業所で
働くすべての労働者に適用されます。

　　　　 詳細については、鳥取労働局労働基準部賃金室又は鳥取労働基準監督署にお尋ねください。
　　　　 鳥取労働局労働基準部賃金室　℡ 0857 － 29 － 1705　　鳥取労働基準監督署　℡ 0857 － 24 － 3211

Ｑ：今の賃金が最低賃金額以上か調べるにはどうするの？
Ａ：賃金形態で計算方法が違いますので、次の計算方法で行っ
　　てください。
　①支払われる賃金が時間給の場合
　　時間給≧最低賃金額（時間額）
　②支払われる賃金が日給の場合
　　日給÷１日の所定労働時間≧最低賃金額（時間額）
� （事例１参照）
　③支払われる賃金が月給の場合
　　賃金額を時間当たりの金額に換算し、最低賃金の時間額と
　　比較します。（事例２参照）

（事例１）（日によって所定労働時間数が異ならない場合）
　Ａさんは日給7,656円、１日の所定労働時間数は８時間です。

　この場合は、左記②にある式にあてはめると、
　　7,656円÷8時間＝957円≧957円（鳥取県最低賃金）
　となり、最低賃金額を満たしていることが分かります。

（事例２）（月によって所定労働時間数が異なる場合）
　Ｂさんは月給160,000円、年間所定労働日数は250日、１日
の所定労働時間数は８時間です。
　この場合、次のような計算式を用いて比較します。
　　月給額÷１か月平均所定労働時間�≧�最低賃金額（時間額）
　この式にあてはめると、
　　160,000円÷〔（250日×８時間）÷12か月〕
� ＝960円（円未満切捨）≧957円（鳥取県最低賃金）
　となり、最低賃金額を満たしていることが分かります。
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【
代
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者
変
更
】
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ス
マ
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ル
セ
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タ
ー
㈱

　
代
表
取
締
役
＝
韓
　
暁
非

◆
リ
コ
ー
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
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取
事
業
所

　
事
業
所
管
理
者
＝
山
根
　
修

◆
㈲
キ
ノ
シ
タ
ヒ
ロ
シ
建
築
設
計
事
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所

　
代
表
取
締
役
＝
木
下
　
裕

◆
㈱
マ
ツ
ワ

　
代
表
取
締
役
＝
松
岡
　
智
也

【
社
名
変
更
】

◆
リ
コ
ー
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ

㈱
総
務
部
　
鳥
取
事
業
所
（
分
）

→
リ
コ
ー
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
㈱
鳥
取
事
業
所

◆
キ
ノ
シ
タ
ヒ
ロ
シ
建
築
設
計
事
務

所
→
㈲
キ
ノ
シ
タ
ヒ
ロ
シ
建
築
設

　
計
事
務
所

◆
は
や
し
接
骨
院
→
お
う
ち
だ
に
接

骨
院

【
住
所
変
更
】

◆
㈱
植
物
力
研
究
所

　
鳥
取
市
田
島
７
６
２
→
鳥
取
市
河

原
町
佐
貫
８
３
３
―
５

◆
㈲
鳥
取
水
共
社

　
鳥
取
市
青
葉
町
３
丁
目
１
１
１

→
鳥
取
市
賀
露
町
西
４
丁
目

１
８
０
６
（
鳥
取
県
漁
協
本
所
１

階
）

◆
㈲
キ
ノ
シ
タ
ヒ
ロ
シ
建
築
設
計
事

会
員
情
報
（ 

）

敬
称
略
・

順
不
同

８
月
16
日
～
９
月
15
日
届
け
出
分

事業活動における賠償リスク、事業休業リスク、財物損壊リスクを総合的に補償します｡
全 国 商 工 会 議 所

ビジネス総合
保 険 制 度

ここがおすすめ

各地商工会議所 東京海上日動火災保険株式会社[事業活動包括保険 　損害保険ジャパン株式会社[事業活動総合保険
三井住友海上火災保険株式会社[企業総合賠償責任保険、建設業総合賠償責任保険
あいおいニッセイ同和損害保険株式会社[タフビズ賠償総合保険、タフビズ建設業総合保険 　大同火災海上保険株式会社[賠責総合保険

お問い合わせ先 引受損害保険会社
商工会議所名簿日本商工会議所制 度 運 営

https://www.ishigakiservice.jp/商工会議所の
保 険 制 度 H P

●会員事業者を取り巻くリスクに対する補償のモレ・ダブリを解消し、一本化して
加入可能

●賠償責任（生産物、リコール、情報漏えい、サイバー、施設、事業活動遂行、管理
下財物）リスクを総合的に補償

●休業に関する補償により災害に遭った際の事業継続のための資金を確保
●早期災害復旧支援により事業継続を後押し

●一部の商工会議所では、一部特約を取り扱っていない場合があります。取り扱いの有無はお近くの商工会議所にご確認ください。 ●本募集広告は概要を示したものです。補償の内容、対象業種等は引受保険会社によって異なります。ご加入にあたっては必ず「重要事項説明書」をよくお読みください。 ●お見積り、ご加入手続き、保険内容のご不明
点は、お近くの代理店または引受保険会社までご連絡ください。 ●商工会議所では、本制度のほかにも各種保険・共済制度を取り扱っております。詳しくは、お近くの商工会議所にお問い合わせください。 ●本募集広告は、商工会議所会員向け保険制度の事務管理を行う有限会社石垣サービス（パートナーシップ構築宣言企業）が日本商工会議所の
経営協力により作成したものです。 ●本募集広告は、2023年5月時点の引受保険会社の商品内容をもとに作成しております。　

最大

約33%
割引

2023年5月

サ
ー
ビ
ス
部
会
副
部
会
長

ド
コ
モ・重
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を
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３
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９
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支
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長
）
＝
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＝
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し
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。
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前
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２
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２
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０
０
２
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。
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新会員紹介（2024年４月～９月）
事　　業　　所　　名 代表者名 所　　　在　　　地 業　　　種 部　会

やま藤㈱ 藤原　通生 鳥取市賀露町西３丁目26－13 林業 サ ー ビ ス
鍬と銃と鉛筆と 大谷　菊代 岩美郡岩美町陸上566 農業 流 通
井上設備 井上　達哉 鳥取市湖山町南２丁目683－8 設備工事業 建 設
エステド・ＰOＬＡ鳥取東 朝井　純奈 鳥取市大杙205－2  けんこうらんどショッピングタウン内 化粧品小売業 流 通
㈱ Buzz Bee 大谷　祐輝 八頭郡八頭町船岡1152－2 食品製造業、飲食業 工 業
りたすぴりっつ㈱ 西村　俊二 鳥取市吉成南町2－1－9 飲食業 観光・交通

（一社）とっとりプロフェッショナル人材戦略拠点 松井　太郎 鳥取市東品治町111－1 移住・副業サポート サ ー ビ ス
ソニー生命保険㈱ 中村　康宏 八頭郡智頭町中田267－1 生命保険業 金 融
明徳セメント工業㈱ 西島　瑞人 鳥取市古海641 外構工事業 建 設
㈲コムテック 小村　圭一 鳥取市江津1075 解体業 建 設
大輝工業㈱ 原田　大作 鳥取市徳尾102－9 とび工事業 建 設
ゆるりと。 田中　裕美 鳥取市朝月19－3 飲食業、移動販売 サ ー ビ ス
尾﨑　翔伍 尾﨑　翔伍 神戸市中央区京町80  クリエイト神戸6F（ソニー生命保険㈱） 生命保険業 金 融
(同）ＡＴＢＯＸ 木村神之助 鳥取市南町912 自動車販売業 流 通
Haru Pierre 石倉　直志 倉吉市海田西町２丁目48番地 食料品製造業 流 通
ジブラルタ生命㈱鳥取支社 阿部　　亮 鳥取市扇町9－2  とりぎんプラザビル5F 生命保険業 金 融
ＣＨ A Ｉ N Ｓ 居組　千紘 鳥取市末広温泉町158－2  ２F 飲食業 観光・交通
Caravan 新家憲一郎 鳥取市川端２丁目119 飲食業、移動販売 観光・交通
㈱ジャパンファームオークション 坂本　　誠 八頭郡八頭町隼郡家252－1 卸売業 流 通
Larugo 小山田　進 鳥取市末広温泉町752秋田ビル２F 飲食業 観光・交通
㈱中島サイディング 中島　和宏 鳥取市吉成２丁目15番地20号 総合工事業 建 設
Minami English School 南　　利子 鳥取市興南町101 学習支援業 サ ー ビ ス
プライベートサロン ＲＩＲＩＶＥＴ 大深　仁惠 鳥取市片原３丁目204  片原ビル３F エステティック業 サ ー ビ ス
青谷鋼業㈱ 平松　義行 鳥取市青谷町北河原600 金属加工業 工 業
牛臥電気工事㈲ 義仲　　聡 八頭郡智頭町智頭2604－73 電気工事業 建 設
㈱ベター・プレイス 森本　新兒 東京都新宿区四谷坂町9－9 三廣ビル９F 経営コンサルタント業 サ ー ビ ス
㈱Martial President 中石　勇大 鳥取市東今在家85－13 小売業 流 通
ribacaro 坂上　智恵 鳥取市賀露町北４丁目33－25 飲食業 観光・交通
ヤマダ塗装㈲ 藪田　英樹 鳥取市南安長１丁目19－21 管、土木、塗装工事業 建 設

☎
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　鳥取商工会議所企画政策委員会は鳥取商工会議所に加えて館内に入居している（社）鳥取県経営者協
会さま、（公社）鳥取法人会さまとともに『ビジネススクール』を検討しています。

　少子高齢化や団塊世代の大量離脱によって企業の労働力不足が、日本経済のアキレス腱となりつつあ
る昨今、人材確保や若手人材の定着は企業にとって最優先課題となっています。

　このような背景から、企画政策委員会では、地域企業の従業員教育の場を体系的に提供でき、毎年継
続して実施できる仕組みの実現に向けて活動しているところです。
　民間の人材教育企業は企業数や人口の少ないエリアでは、採算性の問題から進出するケースは稀です
がこの度、近畿・東海・関東地区で商工会議所ビジネススクールを担っている企業にご協力をいただき、
下記のセミナーを試験的に実施することとしました。（ニーズが多ければ、毎年10講座ほど定期実施を
計画します）
　これからは人口減少社会となり、ますます企業間競争は激しさを増し、その勝者になるには「人的資
本」、「質の高い労働力の確保と能力」がものを言う時代になっていきます。
　ぜひとも、社員の人材育成のために本セミナーをご活用いただければと思います。

　㈱帝国データバンクの「中小企業の経営課題
とその解決に向けた取組みに関する調査」にお
いても「人材の確保」と「人材の育成」が最上位
と次点となるなど「人」に関する課題が今まで
以上に経営上の問題として取り挙げられるよう
になっています。
　現在の若年層世代が就職先を選ぶためのポイ
ントはいくつかありますが、「教育制度・研修の
充実」、「キャリアアップが望めるかどうか」と
いったポイントも重視しているようです。言い
換えると、入社後のキャリアプランの提示や教
育体制を整備されていなければ、ますます人材
の確保や維持が難しくなるということです。
　一方で、中小企業の多くは「社内に従業員を
育成できる人材がいない」といった声も多く聞
かれ、当地域では従業員の立場に応じた「階層
別研修」を体系立てて実施している場所がない
といった声もあります。

【今年のセミナー予定】

詳細・お申込みは隣のページをご参照ください。

本セミナーは「鳥取市中小企業人材育成補助金」（補助率１／２） の対象になります。
https://www.city.tottori.lg.jp/www/contents/1713831610815/index.html
※補助金の申請から認定までに２週間程度時間を要するため、早めの申請をお願いします。
※補助金の認定後の支出でなければ補助対象経費になりませんのでご注意ください。

『ビジネススクール』の構想について

日　　時
令和６年 12月 11日（水）
10：00～ 17：00

経営者・経理担当者
将来経理を担当予定の方など「経理実務講座」

講　　座　　名 対　　象



鳥取商工会議所報
VOL764.2024.10.15

11

※
本
申
込
書
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
個
人
情
報
に
つ
き
ま
し
て
は
、
講
座
開
催
に
係
る
受
講
者
の
確
認
、
受
講
者
名
簿
の
作
成
、
出
欠
確
認
、
受
講
料
の
入
金
確
認
及
び

 講
座
運
営
に
関
す
る
連
絡
の
目
的
の
み
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

TH
P

経
理
の
基
礎
か
ら
税
金
・
法
人
税
ま
で
！
仕
事
で
役
立
つ
知
識
が

1日
で
身
に
つ
く
！

経
理
実
務
講
座

主
催

鳥
取
商
工
会
議
所
・
法
人
会
・
経
営
者
協
会

『
経
理
実
務
講
座
』
は
、
今
日
の
経
営
環
境
下
に
限
ら
ず
、
い
つ
の
時
代
に
も
企
業
経
営
に
は
欠
か
せ
な
い

経
理
に
つ
い
て
の
基
本
か
ら
法
人
税
や
所
得
税
等
の
税
金
ま
で
を
、
事
例
を
交
え
て
や
さ
し
く
解
説
い
た
し
ま
す
。

第
一
線
で
活
躍
さ
れ
る
経
理
・
総
務
御
担
当
者
の
方
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
経
営
者
の
方
に
も
必
要
な

知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
だ
く
絶
好
の
機
会
で
す
。

本
講
座
は
、
簿
記
・
経
理
の
基
本
原
理
と
処
理
の
一
巡
に
関
す
る
理
解
に
焦
点
を
あ
て
、
代
表
的
な
日
常

取
引
や
代
金
決
済
の
処
理
方
法
か
ら
、
税
金
ま
で
を
豊
富
な
事
例
を
交
え
、
習
得
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
法
人
税
や
消
費
税
、
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
な
ど
、
日
常
業
務
及
び
会
社
運
営
に
必
要
不
可
欠
な
税
金
の
知

識
も
学
習
し
、
日
々
の
業
務
遂
行
に
欠
か
せ
な
い
『
実
務
』
を
、
わ
ず
か
１
日
で
習
得
し
て
い
た
だ
け
る
の
で
、

毎
年
、
た
く
さ
ん
の
方
の
参
加
を
い
た
だ
い
て
い
る
人
気
講
座
で
す
！

参
加
者
の
声

・
会
計
士
任
せ
の
経
理
で
し
た
の
で
、
た
だ
な
ん
と
な
く
、
と
い
っ
た
軽
い
気
持
ち
で
受
け
た
講
座
で
あ
り
ま
し
た
が
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

・
義
母
か
ら
引
き
継
ぎ
、

7～
8年

経
理
を
含
め
事
務
全
般
を
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、

改
め
て
勉
強
し
直
し
た
い
と
思
い
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
し
て
よ
か
っ
た
で
す

・
実
務
の
内
容
の
話
が
具
体
的
で
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
自
分
の
行
っ
て
い
る
業
務
を
確
認
し
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。

・
大
変
わ
か
り
や
す
く
、
実
務
性
の
あ
る
講
座
で
、
経
理
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
回
は
経
理
関
係
の
社
員
を
次
回
参
加
さ
せ
る
つ
も
り
で
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

・
交
際
費
等
わ
か
り
や
す
く
減
価
償
却
、
税
務
調
査
へ
の
対
応
、
継
続
性
の
原
則
、
与
信
限
度
額
等
為
に
な
っ
た
。

(水
)10:00~

17:00
2024年

 12/11会
員
：

14,300円
一
般
：

18,700円

鳥
取
商
工
会
議
所

5階
大
会
議
室

５
０
名

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り

(教
材
費
及
び
消
費
税
含
む

)

経
営
者

経
理
ご
担
当
者

会
場

参
加
費

定
員

対
象

日
時

■
鳥
取
商
工
会
議
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://tottori-cci.or.jp
TEL：

050-3528-0853
FAX：

0857-22-6939

★
「
人
材
育
成
」
は
、
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
に
お
任
せ
下
さ
い
！

お
問
合
せ
は
こ
ち
ら
：
鳥
取
商
工
会
議
所
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル

経
理
実
務
講
座

参
加
申
込
用
紙

FAX:0857-22-6939

事
業
所
名

TEL

フ
リ
ガ
ナ

FAX
役
職

/申
込
者
名

所
在
地

〒

E-m
ail

＠

フ
リ
ガ
ナ

役
職

/参
加
者
名

フ
リ
ガ
ナ

役
職

/参
加
者
名

会
員
・
一
般

(ど
ち
ら
か
に
○
を
つ
け
て
く
だ
さ
い

)
受
講
料
合
計

(
)円

振
り
込
み
予
定
日

月
日

<お
申
込
方
法

> 
※
講
座
日
の

3営
業
日
前
よ
り
、

100％
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
し
ま
す
。

◆
右
記
申
込
用
紙
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
よ
り
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必
要
事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、

FAXに
て
お
申
込
く
だ
さ
い
。

（
受
付
後
担
当
者
様
宛
に
「
請
求
書
兼
申
込
受
信
の
お
知
ら
せ
」

(イ
ン
ボ
イ
ス
対
応

)を
FAXで

返
送
い
た
し
ま
す
。
）

◆
お
申
込
後
、
受
講
料
を
原
則
と
し
て
講
座
開
催
３
日
前
ま
で
に
下
記
銀
行
口
座
ま
で
お
振
込
み
願
い
ま
す
。

恐
れ
入
り
ま
す
が
、
振
込
手
数
料
は
ご
負
担
願
い
ま
す
。
受
講
料
の
返
金
は
い
た
し
か
ね
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

＊
講
座
開
催
３
日
前
ま
で
に
受
講
券
・
会
場
地
図
等
を
申
込
者
様
宛
に

FAXい
た
し
ま
す
。

＊
駐
車
場
は
「
商
工
会
議
所
横
の
駐
車
場
」
を
ご
利
用
下
さ
い
（
満
車
の
場
合
は
市
営
片
原
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）

＊
最
少
催
行
人
数
は
５
名
と
な
り
ま
す
。

＊
反
社
会
的
団
体
及
び
そ
の
構
成
員
と
認
め
ら
れ
る
場
合
や
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
の
方
は
参
加
を
お
断
り
し
ま
す
。

ま
た
講
師
業
、
士
業
の
方
な
ど
講
師
と
同
業
の
方
の
参
加
を
お
断
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

◆
振
込
先

鳥鳥
取取
銀銀
行行

本本
店店
営営
業業
部部

普普
通通

NNOO
..00336688005599

鳥鳥
取取
商商
工工
会会
議議
所所
会会
頭頭
児児
嶋嶋
祥祥
悟悟
（（
ｺｺｼｼﾞ゙ﾏﾏｼｼｮｮｳｳｺｺﾞ゙））

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

【
目
指
せ
！

100年
企
業
！
会
社
を
強
く
す
る
の
は
経
理
か
ら
！
】

1
経
理
の
仕
事
と
は

 
・
経
理
の
あ
ら
ま
し

・
日
々
の
業
務
内
容

 
・
証
憑
書
類
の
処
理

・
伝
票
の
起
票

 

2
現
金
・
預
金
・
手
形
の
処
理

 
・
管
理
の
役
割
と
方
法

・
手
形
の
仕
組
み

・
現
金
支
払
に
関
す
る
科
目

 
【
福
利
厚
生
費
・
接
待
交
際
費
処
理
等
の
税
務
上
の
取
扱
】

3
課
税
の
仕
組
み
、
税
務
調
査

 
・
損
金
算
入
、
不
算
入
の
注
意
点

・
税
務
調
査
の
対
処
法

4
法
人
税
の
処
理

 
・
法
人
税
の
仕
組
み

・
改
正
上
の
注
意
点

 
・
節
税
の
重
要
性

 
 

・
電
子
帳
簿
保
存
法

・
賃
上
げ
促
進
税
制
に
つ
い
て

5
消
費
税
・
源
泉
所
得
税

 
・
消
費
税
の
仕
組
み

・
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
の
注
意
点

・
課
税
仕
入
の
判
定

・
給
与
計
算
記
帳

※※
鳥鳥
取取
市市
中中
小小
企企
業業
人人
材材
育育
成成
補補
助助
金金
がが
活活
用用
でで
きき
まま
すす
！！
（（https://w

w
w
.city.tottori.lg.jp/w

w
w
/contents/1713831610815/index.htm

l）
・
申
請
か
ら
認
定
ま
で
に
２
週
間
程
か
か
り
ま
す
の
で
早
め
に
お
申
込
み
下
さ
い

・
認
定
前
に
受
講
料
を
支
払
っ
た
場
合
、
補
助
対
象
経
費
に
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご
留
意
く
だ
さ
い
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　日本商工会議所ならびに東京商工会議所はこのほど、人手不足や多様な人材の就業に関する調査を実
施し、調査結果を公表しました。
　この調査は、中小企業における人手不足の状況と対策、シニア人材などの就業について、中小企業の
実態を把握し、今後の要望活動に生かしていくために実施しました。

●人手が「不足している」との回答が６割超（63.0％）。依然として厳しい人手不足の状況が続く。人手不足企業の6
割超（65.5％）が、事業運営への影響について、「非常に深刻」または「深刻」と回答。

「人手不足の状況および多様な人材の活躍等に関する調査」結果
～中小企業の約６割が外部シニア人材の受け入れに前向き～

（１） 調査地域 ： 全国47都道府県　　　　　　　　  （２） 調 査 期 間 ： 2024年7月8日～7月31日
（３） 調査方法 ： 各地商工会議所職員による調査　   （４） 回答企業数 ： 2，392社
（５） 回収商工会議所数 ： 338商工会議所

調査結果のポイント
人手不足の状況と対策ポイント ①

●法定下限（60歳）を超える定年の措置を講じている企業が半数超（52.2％）。定年後、義務（65歳まで）を超える継
続雇用の措置を講じている企業は6割超（63.2％）。規模が小さい企業ほど、シニア人材に対して年齢に関わらな
い処遇を行っている企業が多い傾向。
●回答企業の４社に１社（25.5％）が外部シニア人材を既に「受け入れている」と回答。「適当な人材がいれば受け入
れたい」（35.2%）と合わせれば、約６割（60.7％）が受け入れに前向き。
●外部シニア人材の採用ルートは、「公的職業紹介」（62.7%）が最多。「リファラル採用」として注目される「従業員に
よる紹介」（47.3%）が半数近くに達し、「民間職業紹介」（36.1%）を上回る。

シニア人材の活躍推進ポイント ②

●女性のキャリアアップ支援について、「必要性を感じている」企業は8割を超える（82.3％）が、半数近く（46.3％）
が「十分取り組めていない」と回答。課題として、「育成のための仕組みやノウハウが不足している（研修等）」
(48.4％）､「本人が現状以上の活躍を望まない」（45.7％）との回答が5割近く。

●仕事と育児の両立支援について、「必要性を感じている」企業は約８割（80.6％）、「取り組んでいる」企業も半数近
く（46.2％）に達するが、３割超（34.4％）が「十分取り組めていない」と回答。課題として、「人手不足のため、子
育て中の社員の仕事のカバーが難しい」との回答が４割超（44.9％）となり最多。

女性の活躍推進・仕事と育児の両立ポイント ③

●外国人材を「既に受け入れている」企業は２割超（24.6％）。「今後受け入れる予定」（4.5％）、「受け入れるか検討中」
（22.5％）と合わせると、半数以上（51.6%）が外国人材の受け入れに前向きな意向。

外国人材の活躍推進ポイント ④

●対象企業のうち、障害者法定雇用率（2.5％）を達成した企業は44.9%
と半数に満たない。

障がい者の活躍推進ポイント ⑤

詳しい内容は、次のアドレス等にアクセスしてください。
https://00m.in/wBswx （短縮URL・PDF版）

日商・東商
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お　す　す　め　セ　ミ　ナ　ー
タイトル 講師名 時間 タイトル 講師名 時間

一
般
経
営

NEW  新感覚！被災を擬似体験
楽しく学ぶリモート防災研修
　　　　　  公開期限：2024年12月末

松田　 哲 86分
研
修
・
人

材
育
成

写真写りが劇的によくなる
撮られ方＆自撮りテクニック 渕上 真由 23分

NEW  成功事例から学ぶ！
昇給・増益マネジメント〈前編〉 紅本　 亘 36分 法

律
労働問題で足をすくわれない
経営を目指して 米澤 章吾 61分

NEW  徳川幕府の経済政策
～日本経済復活のヒントを探る～（5） 岡田 　晃 18分 労

務 ここがポイント！就業規則のつくり方 野澤 直子 25分

NEW  「人材的資本経営」を実現する
ための10のポイント（後編） 中平 次郎 41分 税

務・財
務

経
理

基礎からわかる「インボイス制度の
概要と電子帳簿保存法のポイント」
令和５年度制度改正　対応版

川口 宏之 107分

NEW  コミュニティ経営のすすめ（3）
生命体としての組織への理解 金野 美香 33分 経理の基本と実務セミナー 石川 和男 92分

研
修
・
人

材
育
成

Z世代との接し方に困っている40代、
50代へ　育て方とメンタルを前向きに
保つヒント

夏目 えみ 43分
そ
の
他

いつもチャレンジ精神で～夢実現～
　　　　　 公開期限：2024年11月末 草野　 仁 44分

※掲載されているタイトルは、ご覧いただけるものの一部です

経営に役立つ！鳥取商工会議所のＷＥＢセミナー

WEBセミナー
2023 年 6 月 特集

その他 700 タイトル以上を配信中

WEBセミナーの視聴方法
使い方はとても簡単！すぐにご利用になれます

STEP1 STEP２

バナーを選択

STEP３
学びたいセミナーを
お選びください

バナーを選択 税務 労務

研修・
人材育成

一般経営

●●●●●
●●●
●●

問い合わせ先 ：鳥取商工会議所 経営支援二課　ＴＥＬ ： ０８５７－３２－８００５

ＩＤ・パスワードを取得
フォームよりお申し込み

ください

※鳥取商工会議所から、メールで
ＩＤ・パスワードをお知らせします。

※様々なジャンルで700タイトル
以上の豊富なセミナー

ＷＥＢセミナーの　
バナーを選択します

鳥取商工会議所のＨＰ
よりＷＥＢセミナー
サイトにアクセス

鳥取商工会議所のホームページから無料でご覧いただけます！　https://tottori-cci.or.jp
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　「
と
っ
と
り
交
通
フ
ェ
ス
タ
」が
９
月
15
日
、鳥
取
駅
前
の
バ
ー
ド
ハ
ッ
ト
で
開
催

さ
れ
、実
行
委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
運
営
に

参
加
し
ま
し
た
。会
場
に
は
、昨
年
度
を
上
回
る
約
３
２
０
０
人
が
来
場
し
、親
子
連

れ
な
ど
が
秋
の
３
連
休
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
政
策
提
言
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン

ト
で
、少
子
高
齢
化
の
進
む
中
、公
共
交
通
の
在
り
方
や
利
用
促
進
を
改
め
て
考
え

る
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
毎
年
、開
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　
会
場
で
は
、と
っ
と
り
ふ
る
さ
と
大
使
の
ポ
ケ
モ
ン「
サ
ン
ド
」と「
ア
ロ
ー
ラ
サ

ン
ド
」を
描
い
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
車
両
展
示
、と
り
モ
ビ
ブ
ー
ス
、

地
域
の
鉄
道
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、「
列
車・ バ
ス
で
行
っ
た
旅
の
思
い
出
」作
品
や

ジ
オ
ラ
マ
の
展
示
、さ
ら
に
運
転
適
性
検
査
、運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。来

場
し
た
子
ど
も
た
ち
も
、タ
ク
シ
ー
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
や
バ
ス
ク
イ
ズ
選
手
権
、バ
ス
綱
引

き
、ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
会
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
準
備
と
終
了
後
の
片
付
け
の
最
中
に
は

雨
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、フ
ェ

ス
タ
で
は
多
く
の
方
々
に
、公
共
交
通
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。今

後
も
地
域
を
巻

き
込
み
な
が
ら
、

公
共
交
通
の
維

持・発
展
に
つ

な
が
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

 

政
策
提
言
委
員
会

　
委
員
長

 

岸
本  

雄
司

309
〈令和６年度鳥取YEGスローガン〉
 Don't think, feel！！　～ 50周年に向けて新たな決意と挑戦 ～

〈令和６年度日本YEGスローガン〉
 ＹＥＧ，ＢＥ  ＮＯＢＬＥ   ～ 我 ら 希 望 の 魁  共 に 前 へ ～

会
長
あ
い
さ
つ

　
10
月
に
入
り
、
秋
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

朝
晩
は
涼
し
く
な
り
、
空
気
が
少
し
ず
つ
澄

ん
で
い
く
の
を
感
じ
ま
す
。
街
路
樹
も
色
づ

き
始
め
、
秋
の
訪
れ
を
実
感
す
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
収
穫
の
秋
と
も
い
わ
れ
る
こ
の

時
期
、
私
た
ち
の
活
動
が
実
を
結
び
つ
つ
あ

る
時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
然
の
豊
か
さ

に
感
謝
し
な
が
ら
、
私
た
ち
も
実
り
あ
る
成

果
を
目
指
し
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
さ
て
８
月
25
日
、
岩
美
町
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
「
日
本
遺
産
・
麒
麟
獅
子
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
４
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
体
験
で
き

る
ブ
ー
ス
を
企
画
・
運
営
し
、
子
ど
も
た
ち

に
射
的
や
輪
投
げ
な
ど
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。
今
後
も
地
元
の
伝
統
や
文
化
を
伝

え
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
８
月
30
日
、
31
日
に
は
「
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
益
田
大
会
」
が
益
田
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
で
参
加
す

る
予
定
で
し
た
が
、
直
前
に
発
生
し
た
台
風

10
号
の
影
響
で
少
人
数
で
の
参
加
と
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
会
で
は
、
台
風
の

影
響
を
感
じ
さ
せ
な
い
益
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
さ

ん
の
熱
い
想
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
バ
ト
ン
は

来
年
度
の
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ
託
さ
れ
、
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
来
年
は
多
く
の
メ
ン

バ
ー
と
米
子
を
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
９
月
11
日
、
臨
時
総
会
と
９
月
例

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
臨
時
総
会
で
は
次
年

度
会
長
に
立
候
補
し
た
民
野
泰
稔
君
が
、
満

場
一
致
で
予
定
者
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
所

信
表
明
で
の
志
と
熱
い
思
い
を
胸
に
来
年
度

の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
続
く
例
会
で
は
、
担
当
の
会
員
交
流
委

員
会
が
「
９
月
だ
よ
！
全
員
交
流
〜
」
と
題

し
企
画
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ク
イ
ズ

を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
過

去
最
多
の
参
加
人
数
を
記
録
し
、
今
年
度
の

折
り
返
し
に
相
応
し
い
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
15
日
に
は
鳥
取
市
内
で
開
か
れ
た

「
と
っ
と
り
交
通
フ
ェ
ス
タ
」
の
運
営
に
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
会
長
と
し
て
多

く
の
場
所
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
、
公
共
交

通
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
た
時
間
を
、
読

書
や
情
報
収
集
な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
、

移
動
中
に
も
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

公
共
交
通
を
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
新
た
な
楽
し
み
が
見
つ
か
る
は
ず
で

す
。

　
今
年
度
も
後
半
戦
に
入
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
多
く
の
事
業
が
控
え
て
い
ま
す
。
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
、
そ
し
て
４

年
後
の
設
立
50
周
年
に
向
け
、
会
員
一
丸
と

な
っ
て
一
歩
ず
つ
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

令
和
６
年
度

　
会
員
交
流
委
員
会
は
９
月
11
日
、
９
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

人
数
は
１
５
２
人
に
達
し
、
目
標
の
参
加
率
70
％
を
超
え
、
出
欠
の
回
答

率
も
１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
９
月
例
会
は
、「
９
月
だ
よ
！
全
員
交
流
〜
」と
題
し
、
所
属
委
員
会
の

垣
根
を
越
え
て
会
員
間
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

企
画
し
た
も
の
で
す
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
、
事
業
が
充
実
す
る
一
方
で
、

年
間
を
通
じ
て
各
委
員
会
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
、
所
属
す
る

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
以
外
と
交
流
す
る
場
面
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、10
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
を
10
チ
ー
ム
作
り
、

小
さ
な
チ
ョ
コ
を
積
み
高
さ
を
競
う「
タ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
」、Ｙ
Ｅ
Ｇ
綱
領
指

針
を
題
材
に
し
た「
穴
埋
め
ク
イ
ズ
」、「
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
良
い
と
こ
ろ
探

し
」の
３
つ
の
ゲ
ー
ム
で
得
点
を
競
い
ま
し
た
。参
加
者
は
、童
心
に
返
り
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。例
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」「
今
後
も
楽
し
め
る
例
会
が
必
要
」な
ど
と
多
く
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｙ（
勇
気
）、Ｅ（
笑
顔
）、Ｇ（
元
気
）！
を
胸
に
、
今
後
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が

輝
け
る
よ
う
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
大
深
　
仁
恵

発行：令和 6年１0月１5日
鳥取商工会議所青年部
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高藤   軌晋会長

鳥取商工会議所青年部

株式会社 オービット

９
月
例
会
・
臨
時
総
会
開
催

９
月
例
会
・
臨
時
総
会
開
催

　
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部「
第
42
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
益
田
大
会
」が
８
月
30
日
、
31
日
の
２
日
間
、
島

根
県
益
田
市
で
開
催
さ
れ
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
70
人
以

上
が
参
加
登
録
し
ま
し
た
。
益
田
大
会
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
も
多
く
の
参
加
者
を
募
り
ま

し
た
が
、
台
風
10
号
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
多
人

数
で
の
移
動
は
危
険
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
高
藤
会
長
や

井
上
直
前
会
長
な
ど
７
人
で
直
接
会
場
へ
赴
き
、
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
台
風
の
影
響
で
予
定
さ
れ
て
い
た
計
画

が
思
う
よ
う
に
実
行
で
き
な
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
益
田
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
真
・
善
・
美
〜
古

か
ら
未
来
へ
と
益
々
の
真
価
を
発
揮
す
る
街
へ
〜
」を

体
現
す
る
真
心
と
思
い
の
こ
も
っ
た
美
し
い
演
出
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
予
想
外
の
困
難
に
立
ち
向
か
い
、

し
っ
か
り
と
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
益
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆

さ
ま
の
情
熱
を
、
目
の
前
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
素

晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
。

　
２
０
２
５
年
度
は
鳥
取
県
連
の
仲
間
で
あ
る
米
子
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
主
管
で「
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
米
子
大
会
」が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
も
、

力
強
い
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
る
よ
う
益
田
大
会
で

の
経
験
と
感
動
を
多

く
の
メ
ン
バ
ー
と
共
有

し
、生
か
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

対
外
交
流
特
別
委
員
会

  

委
員
長　

西
川
　
朋
宏

　「
日
本
遺
産・麒
麟
獅
子
舞
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」が
８
月

25
日
、岩
美
町
の
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
委
員
会
を
中
心
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
28
人
が

運
営
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
麒
麟
獅
子
舞
フ
ェ
ス
タ
は
、鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
創
設
当
初

よ
り
携
わ
っ
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
で
、今
年
度
も
２
人
が
実

行
委
員
会
に
出
向
し
、開
催
に
向
け
て
準
備
を
し
て
き
ま

し
た
。当
日
は
雨
の
予
報
に
も
か
か
わ
ら
ず
、フ
ェ
ス
タ
の

終
わ
り
間
際
ま
で
晴
天
に
恵
ま
れ
、多
く
の
地
元
住
民
や

子
ど
も
た
ち
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、縁

日
の
企
画・運
営
を
担
当
。特
に
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。定
番
の
輪
投
げ

や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、射
的
な
ど
の
ゲ
ー
ム
は
大

人
気
で
、参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
遊
ん
で
い
ま

し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
地
域
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
、広
め

る
た
め
の
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
加
を

通
じ
、地
域
全
体
で
協
力
し
合
い
、地
元
の
伝
統
を
次
世
代

に
伝
え
る
と
い
う
共
通
の
目
標
を
持
つ
こ
と
で
、地
域
の

結
束
が
い
っ
そ
う
深
ま
る
こ
と
、そ
し
て
、地
域
の
方
々
と

密
接
に
か
か
わ
り
な
が
ら
、地
元
の
伝
統
文
化
を
未
来
へ

引
き
継
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の

活
性
化
や
文
化
振

興
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

　
委
員
会
　
委
員
長

　
　
西
根
　
健
太

事 業 所 名  ㈱Martial President
所属委員会  鳥取お城委員会

事 業 所 名  ㈱北旺鉄建
所属委員会  鳥取お城委員会

事 業 所 名  ㈱ルーツ
所属委員会  CIVIC PRIDE委員会

新入会員（３名）

参加したメンバー

森本 圭 君
（もりもと けい）

中石 勇大 君
（なかいし ゆうだい）

中澤 賢介 君
（なかざわ けんすけ）

日
本
遺
産
・
麒
麟
獅
子
舞
フ
ェ
ス
タ

日
本
遺
産
・
麒
麟
獅
子
舞
フ
ェ
ス
タ

と
っ
と
り
交
通
フ
ェ
ス
タ

と
っ
と
り
交
通
フ
ェ
ス
タ

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

益
田
大
会

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会 

益
田
大
会

大懇親会集合写真

麒麟獅子フェスタの様子

臨時総会

9月例会の様子
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　「
と
っ
と
り
交
通
フ
ェ
ス
タ
」が
９
月
15
日
、鳥
取
駅
前
の
バ
ー
ド
ハ
ッ
ト
で
開
催

さ
れ
、実
行
委
員
会
に
参
加
し
て
い
る
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
が
運
営
に

参
加
し
ま
し
た
。会
場
に
は
、昨
年
度
を
上
回
る
約
３
２
０
０
人
が
来
場
し
、親
子
連

れ
な
ど
が
秋
の
３
連
休
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
政
策
提
言
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
始
ま
っ
た
イ
ベ
ン

ト
で
、少
子
高
齢
化
の
進
む
中
、公
共
交
通
の
在
り
方
や
利
用
促
進
を
改
め
て
考
え

る
機
会
を
つ
く
ろ
う
と
毎
年
、開
い
て
い
る
も
の
で
す
。

　
会
場
で
は
、と
っ
と
り
ふ
る
さ
と
大
使
の
ポ
ケ
モ
ン「
サ
ン
ド
」と「
ア
ロ
ー
ラ
サ

ン
ド
」を
描
い
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
の
車
両
展
示
、と
り
モ
ビ
ブ
ー
ス
、

地
域
の
鉄
道
Ｐ
Ｒ
ブ
ー
ス
の
ほ
か
、「
列
車・ バ
ス
で
行
っ
た
旅
の
思
い
出
」作
品
や

ジ
オ
ラ
マ
の
展
示
、さ
ら
に
運
転
適
性
検
査
、運
転
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。来

場
し
た
子
ど
も
た
ち
も
、タ
ク
シ
ー
の
ラ
ッ

ピ
ン
グ
や
バ
ス
ク
イ
ズ
選
手
権
、バ
ス
綱
引

き
、ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
会
と
い
っ
た
イ
ベ
ン
ト

を
笑
顔
で
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
準
備
と
終
了
後
の
片
付
け
の
最
中
に
は

雨
に
見
舞
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、フ
ェ

ス
タ
で
は
多
く
の
方
々
に
、公
共
交
通
に
つ

い
て
考
え
て
も
ら
え
た
の
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。今

後
も
地
域
を
巻

き
込
み
な
が
ら
、

公
共
交
通
の
維

持・発
展
に
つ

な
が
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

 

政
策
提
言
委
員
会

　
委
員
長
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雄
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会
長
あ
い
さ
つ

　
10
月
に
入
り
、
秋
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

朝
晩
は
涼
し
く
な
り
、
空
気
が
少
し
ず
つ
澄

ん
で
い
く
の
を
感
じ
ま
す
。
街
路
樹
も
色
づ

き
始
め
、
秋
の
訪
れ
を
実
感
す
る
季
節
と
な

り
ま
し
た
。
収
穫
の
秋
と
も
い
わ
れ
る
こ
の

時
期
、
私
た
ち
の
活
動
が
実
を
結
び
つ
つ
あ

る
時
期
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
自
然
の
豊
か
さ

に
感
謝
し
な
が
ら
、
私
た
ち
も
実
り
あ
る
成

果
を
目
指
し
引
き
続
き
努
力
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
さ
て
８
月
25
日
、
岩
美
町
中
央
公
民
館
で

開
催
さ
れ
た
「
日
本
遺
産
・
麒
麟
獅
子
フ
ェ

ス
タ
２
０
２
４
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
鳥
取

Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、
昔
な
が
ら
の
遊
び
を
体
験
で
き

る
ブ
ー
ス
を
企
画
・
運
営
し
、
子
ど
も
た
ち

に
射
的
や
輪
投
げ
な
ど
を
楽
し
ん
で
も
ら
い

ま
し
た
。
今
後
も
地
元
の
伝
統
や
文
化
を
伝

え
続
け
て
い
く
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
８
月
30
日
、
31
日
に
は
「
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
益
田
大
会
」
が
益
田
市
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
も
多
く
の
メ
ン
バ
ー
で
参
加
す

る
予
定
で
し
た
が
、
直
前
に
発
生
し
た
台
風

10
号
の
影
響
で
少
人
数
で
の
参
加
と
せ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
大
会
で
は
、
台
風
の

影
響
を
感
じ
さ
せ
な
い
益
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆
さ

ん
の
熱
い
想
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
の
バ
ト
ン
は

来
年
度
の
米
子
Ｙ
Ｅ
Ｇ
へ
託
さ
れ
、
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。
来
年
は
多
く
の
メ
ン

バ
ー
と
米
子
を
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
し
て
９
月
11
日
、
臨
時
総
会
と
９
月
例

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
臨
時
総
会
で
は
次
年

度
会
長
に
立
候
補
し
た
民
野
泰
稔
君
が
、
満

場
一
致
で
予
定
者
に
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
所

信
表
明
で
の
志
と
熱
い
思
い
を
胸
に
来
年
度

の
さ
ら
な
る
飛
躍
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
続
く
例
会
で
は
、
担
当
の
会
員
交
流
委

員
会
が
「
９
月
だ
よ
！
全
員
交
流
〜
」
と
題

し
企
画
し
た
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
や
ク
イ
ズ

を
楽
し
み
な
が
ら
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
過

去
最
多
の
参
加
人
数
を
記
録
し
、
今
年
度
の

折
り
返
し
に
相
応
し
い
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

　
９
月
15
日
に
は
鳥
取
市
内
で
開
か
れ
た

「
と
っ
と
り
交
通
フ
ェ
ス
タ
」
の
運
営
に
参

加
し
ま
し
た
。
今
年
度
は
、
会
長
と
し
て
多

く
の
場
所
を
訪
れ
る
こ
と
に
な
り
、
公
共
交

通
を
利
用
す
る
機
会
が
増
え
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
ハ
ン
ド
ル
を
握
っ
て
い
た
時
間
を
、
読

書
や
情
報
収
集
な
ど
に
使
う
こ
と
が
で
き
、

移
動
中
に
も
充
実
し
た
時
間
が
過
ご
せ
る
こ

と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
、

公
共
交
通
を
利
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
新
た
な
楽
し
み
が
見
つ
か
る
は
ず
で

す
。

　
今
年
度
も
後
半
戦
に
入
り
ま
し
た
が
、
ま

だ
ま
だ
多
く
の
事
業
が
控
え
て
い
ま
す
。
鳥

取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
、
そ
し
て
４

年
後
の
設
立
50
周
年
に
向
け
、
会
員
一
丸
と

な
っ
て
一
歩
ず
つ
歩
み
を
進
め
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

令
和
６
年
度

　
会
員
交
流
委
員
会
は
９
月
11
日
、
９
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
参
加

人
数
は
１
５
２
人
に
達
し
、
目
標
の
参
加
率
70
％
を
超
え
、
出
欠
の
回
答

率
も
１
０
０
％
を
達
成
し
ま
し
た
。

　
９
月
例
会
は
、「
９
月
だ
よ
！
全
員
交
流
〜
」と
題
し
、
所
属
委
員
会
の

垣
根
を
越
え
て
会
員
間
の
交
流
を
深
め
よ
う
と
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

企
画
し
た
も
の
で
す
。
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
は
、
事
業
が
充
実
す
る
一
方
で
、

年
間
を
通
じ
て
各
委
員
会
の
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま
い
、
所
属
す
る

委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
以
外
と
交
流
す
る
場
面
が
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、10
人
ほ
ど
の
グ
ル
ー
プ
を
10
チ
ー
ム
作
り
、

小
さ
な
チ
ョ
コ
を
積
み
高
さ
を
競
う「
タ
ワ
ー
ゲ
ー
ム
」、Ｙ
Ｅ
Ｇ
綱
領
指

針
を
題
材
に
し
た「
穴
埋
め
ク
イ
ズ
」、「
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
良
い
と
こ
ろ
探

し
」の
３
つ
の
ゲ
ー
ム
で
得
点
を
競
い
ま
し
た
。参
加
者
は
、童
心
に
返
り
、

楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。例
会
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は「
と

て
も
楽
し
か
っ
た
」「
今
後
も
楽
し
め
る
例
会
が
必
要
」な
ど
と
多
く
の
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
Ｙ（
勇
気
）、Ｅ（
笑
顔
）、Ｇ（
元
気
）！
を
胸
に
、
今
後
も
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が

輝
け
る
よ
う
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
員
交
流
委
員
会
　
委
員
長
　
大
深
　
仁
恵

発行：令和 6年１0月１5日
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９
月
例
会
・
臨
時
総
会
開
催

９
月
例
会
・
臨
時
総
会
開
催

　
日
本
商
工
会
議
所
青
年
部「
第
42
回
中
国
ブ
ロ
ッ
ク

大
会
益
田
大
会
」が
８
月
30
日
、
31
日
の
２
日
間
、
島

根
県
益
田
市
で
開
催
さ
れ
、
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
70
人
以

上
が
参
加
登
録
し
ま
し
た
。
益
田
大
会
を
盛
り
上
げ

よ
う
と
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
で
も
多
く
の
参
加
者
を
募
り
ま

し
た
が
、
台
風
10
号
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、
多
人

数
で
の
移
動
は
危
険
を
伴
う
こ
と
か
ら
、
高
藤
会
長
や

井
上
直
前
会
長
な
ど
７
人
で
直
接
会
場
へ
赴
き
、
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
、
台
風
の
影
響
で
予
定
さ
れ
て
い
た
計
画

が
思
う
よ
う
に
実
行
で
き
な
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
益
田
大
会
の
テ
ー
マ
で
あ
る「
真
・
善
・
美
〜
古

か
ら
未
来
へ
と
益
々
の
真
価
を
発
揮
す
る
街
へ
〜
」を

体
現
す
る
真
心
と
思
い
の
こ
も
っ
た
美
し
い
演
出
が

行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
予
想
外
の
困
難
に
立
ち
向
か
い
、

し
っ
か
り
と
開
催
に
こ
ぎ
つ
け
た
益
田
Ｙ
Ｅ
Ｇ
の
皆

さ
ま
の
情
熱
を
、
目
の
前
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
素

晴
ら
し
い
大
会
で
し
た
。

　
２
０
２
５
年
度
は
鳥
取
県
連
の
仲
間
で
あ
る
米
子
Ｙ

Ｅ
Ｇ
の
主
管
で「
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
米
子
大
会
」が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
と
し
て
も
、

力
強
い
サ
ポ
ー
ト
が
で

き
る
よ
う
益
田
大
会
で

の
経
験
と
感
動
を
多

く
の
メ
ン
バ
ー
と
共
有

し
、生
か
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

 

対
外
交
流
特
別
委
員
会

  

委
員
長　

西
川
　
朋
宏

　「
日
本
遺
産・麒
麟
獅
子
舞
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
４
」が
８
月

25
日
、岩
美
町
の
中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
、Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ 

Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ
委
員
会
を
中
心
に
鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
か
ら
28
人
が

運
営
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
麒
麟
獅
子
舞
フ
ェ
ス
タ
は
、鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
が
創
設
当
初

よ
り
携
わ
っ
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
で
、今
年
度
も
２
人
が
実

行
委
員
会
に
出
向
し
、開
催
に
向
け
て
準
備
を
し
て
き
ま

し
た
。当
日
は
雨
の
予
報
に
も
か
か
わ
ら
ず
、フ
ェ
ス
タ
の

終
わ
り
間
際
ま
で
晴
天
に
恵
ま
れ
、多
く
の
地
元
住
民
や

子
ど
も
た
ち
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。鳥
取
Ｙ
Ｅ
Ｇ
は
、縁

日
の
企
画・運
営
を
担
当
。特
に
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
ま
し
た
。定
番
の
輪
投
げ

や
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
、射
的
な
ど
の
ゲ
ー
ム
は
大

人
気
で
、参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
が
笑
顔
で
遊
ん
で
い
ま

し
た
。

　
こ
の
フ
ェ
ス
タ
は
地
域
の
伝
統
文
化
を
継
承
し
、広
め

る
た
め
の
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
で
す
。フ
ェ
ス
タ
へ
の
参
加
を

通
じ
、地
域
全
体
で
協
力
し
合
い
、地
元
の
伝
統
を
次
世
代

に
伝
え
る
と
い
う
共
通
の
目
標
を
持
つ
こ
と
で
、地
域
の

結
束
が
い
っ
そ
う
深
ま
る
こ
と
、そ
し
て
、地
域
の
方
々
と

密
接
に
か
か
わ
り
な
が
ら
、地
元
の
伝
統
文
化
を
未
来
へ

引
き
継
ぐ
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
改
め

て
実
感
し
ま
し
た
。

　
今
後
も
地
域
の

活
性
化
や
文
化
振

興
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
Ｉ
Ｄ
Ｅ

　
委
員
会
　
委
員
長

　
　
西
根
　
健
太

事 業 所 名  ㈱Martial President
所属委員会  鳥取お城委員会

事 業 所 名  ㈱北旺鉄建
所属委員会  鳥取お城委員会

事 業 所 名  ㈱ルーツ
所属委員会  CIVIC PRIDE委員会

新入会員（３名）

参加したメンバー

森本 圭 君
（もりもと けい）

中石 勇大 君
（なかいし ゆうだい）

中澤 賢介 君
（なかざわ けんすけ）
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９
月
18
日
（
水
）、
鳥
取
商
工
会

議
所
で
９
月
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
、
鳥
取
商
工
会
議
所
副

会
頭
で
、
鳥
取
駅
周
辺
リ
・
デ
ザ
イ

ン
会
議
の
委
員
で
も
あ
る
岡
周
一
氏

を
お
迎
え
し
、「
人
口
減
少
社
会
に

お
け
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を

目
指
し
て
」
と
題
し
、
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
鳥
取
市
の
人
口
は
現
在
18
万
人
弱

で
す
が
、
20
年
後
に
は
約
16
万
人
に

な
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ま
ま
人
口
減
少
が
続
け
ば
、
少
子

高
齢
化
・
路
線
価
の
下
落
・
社
会
イ

ン
フ
ラ
の
維
持
管
理
費
増
大
な
ど
に

October 2024 女性会だより10 Tottori Chamber of Commerce and Industry Business Woman’s Club   

９
月
例
会
を
開
催

９
月
例
会
を
開
催

    

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

講師の岡副会頭

よ
り
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
が
低
下
し
、

最
悪
の
結
果
と
し
て
財
政
破
綻
し
て

し
ま
う
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
人
口
減
少
社
会
に
お
け

る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

る
た
め
に
、「
鳥
取
駅
周
辺
再
生
基

本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
こ
れ
か
ら
の
50
年
に
向
け
た

鳥
取
駅
周
辺
の
リ
・
デ
ザ
イ
ン
計
画

で
す
。
ヒ
ト
・
モ
ノ
・
コ
ト
が
駅
周

辺
に
集
ま
り
、
そ
の
交
流
の
輪
が
新

た
な
人
材
を
育
成
す
る
好
循
環
の
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
次
の
４
つ

の
基
本
方
針
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
　
集
約
型
交
通
タ
ー
ミ
ナ
ル
機
能

の
再
編

②
　
ま
ち
な
か
へ
賑
わ
い
を
滲
み
出

す
空
間
整
備

③
　
市
民
が
集
い
た
く
な
る
利
便
施

設
・
公
共
公
益
施
設
の
整
備

④
　
民
間
の
誘
導
・
整
備
に
よ
る
多

機
能
な
複
合
施
設
の
整
備

　
岡
副
会
頭
は
「
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
行

政
に
期
待
し
て
待
つ
の
で
は
な
く
、

私
た
ち
市
民
も
責
任
を
も
っ
て
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
行
政
頼
み
の
ま
ち
づ
く
り
に
し
な

い
た
め
に
も
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
で
積
極
的
に
意

見
が
出
せ
る
よ
う
研
鑽
を
重
ね
て
い

き
た
い
と
感
じ
ま
し
た
。

　
地
方
創
生
の
原
点
に
立
ち
返
り
、

持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
、
居
心
地

が
よ
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
づ
く
り

の
拠
点
と
な
る
よ
う
、
半
世
紀
ぶ
り

と
な
る
鳥
取
駅
周
辺
の
リ
・
デ
ザ
イ

ン
に
皆
で
参
加
し
て
い
き
た
い
も
の

で
す
。

例会の様子

駅前の梨を収穫駅前の梨を収穫
　９月11日（水）、JR鳥取駅北口梨の木植

樹ゾーンで二十世紀梨の収穫をしました。

　今年は猛暑やカメムシの被害をうけ、サ

イズは小ぶりではあるものの逞しく育ち、

約200個の梨を収穫することができました。

　丁寧にもぎ取った梨は、通行人や観光客

に配布しました。



鳥取商工会議所報
VOL764.2024.10.15

17



　

◆
長
い
夏
？
暑
い
秋
？
「
彼

岸
入
り
」
翌
日
の
９
月
20
日
の

最
高
気
温
は
37
・
９
度
で
観
測

史
上
最
も
遅
い
猛
暑
日
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
が
ニ
ュ
ー
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
と
な
る
の
で
し
ょ
う

か
◆
猛
暑
で
外
出
を
控
え
て
い

た
人
も
、
涼
し
い
時
期
に
な
っ

て
出
か
け
る
人
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
食
欲
の
秋
・
読
書
の
秋
・

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
・
芸
術
の
秋
…

旬
の
お
い
し
い
物
を
食
べ
た
り

体
を
動
か
し
た
り
、
秋
を
楽
し

み
た
い
で
す
ね
！
◆
筆
者
は
春

や
秋
の
時
期
に
な
る
と
や
た
ら

眠
く
な
り
ま
す
ｚ
ｚ
ｚ
…
。
睡

眠
の
秋
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。�

（
Ａ
）
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鳥
取
市
歴
史
博
物
館

          

共
催
展
の
ご
案
内

　
鳥
取
県
は
、（
公
財
）
鳥
取
市
文

化
財
団
鳥
取
市
歴
史
博
物
館
と
鳥
取

市
教
育
委
員
会
の
共
催
で
鳥
取
県
の

新
規
指
定
文
化
財
「
と
っ
と
り
の
お

宝
お
ひ
ろ
め
」
展
示
会
を
次
の
通
り

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
▼
会
期
―
11
月
17
日
（
日
）
ま
で

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
最
終
入
館

は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）
＊
休
館
日

…
10
月
15
日
（
火
）、
23
日
（
水
）、

28
日
（
月
）、
11
月
５
日
（
火
）、
11

日
（
月
）
▼
会
場
―
鳥
取
市
歴
史
博

物
館
１
階
特
別
展
示
室
▼
観
覧
料

―
無
料
＊
11
月
16
日
（
土
）・
17
日

（
日
）
の
両
日
は
、
関
西
文
化
の
日

で
全
館
入
館
無
料
▼
そ
の
他
―
会
期

中
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
確
認
し
て
く
だ
さ

い
▼
問
い
合
わ
せ
先
―
鳥
取
市
歴
史

博
物
館
（
や
ま
び
こ

館
）
℡
０
８
５
７
―

23
―
２
１
４
０

　
鳥
取
市
花
と
木
の
ま
つ
り
実
行
委

員
会
は
、
第
47
回
鳥
取
市
木
の
ま
つ

り
を
次
の
通
り
開
催
し
ま
す
。

　
▼
日
時
―
11
月
３
日
（
日
・
祝
）

午
前
11
時
～
午
後
４
時
▼
場
所
―
国

道
53
号
線
本
通
り
・
若
桜
街
道
（
歩

行
者
天
国
・
ま
ち
パ
ル
鳥
取
前
～
旧

鳥
取
市
役
所
第
２
庁
舎
跡
地
前
▼
内

容
―
各
種
団
体
の
出
展
に
よ
る
イ
ベ

ン
ト
（
木
の
催
し
コ
ー
ナ
ー
、
飲
食

コ
ー
ナ
ー
、
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー
な

ど
）
▼
木
の
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
―
午
後

３
時
30
分
～
若
桜
橋
上
で
配
布
▼
そ

の
他
―
天
候
な
ど
に
よ
り
内
容
を
変

更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
▼
問
い
合

わ
せ
先
―
鳥
取
市
花
と
木
の
ま
つ
り

実
行
委
員
会
（
鳥
取
市
経
済
観
光
部

経
済
・
雇
用
戦
略
課

内
）
℡
０
８
５
７
―

30
―
８
２
８
２

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り 

市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
　

利
用
予
定
表　
　
　
　
　
　

パ
レ
ッ
ト
と
っ
と
り
市
民
交
流
ホ
ー
ル

　
〒
６
８
０
―
０
８
３
２
　
鳥
取
市
弥
生
町
３
２
３
―
１

　
TEL
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
５
　

FAX
０
８
５
７
―
39
―
２
５
５
０

　
利
用
時
間 

９

：

00
～
22

：

00

日
に
ち

利　

用　

内　

容

10
／
20
㈰

秋
の
山
野
草
パ
レ
ッ
ト
展
【
公
開
】

23
㈬

和
食
プ
レ
ゼ
ン
会

24
㈭

合
唱
練
習

26
㈯

新
た
な
文
化
施
設
設
置
に
向
け
て
の
市
民
向
け
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
【
申
込
要
】

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

27
㈰

シ
リ
ー
ズ
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

イ
ロ
ハ
す
て
っ
ぷ
③

～
ベ
ー
カ
リ
ー
職
人
に
教
わ
る
し
あ
わ
せ
手
ご
ね
パ

ン
～
【
有
料
・
申
込
要
】

11
／
1
㈮

鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
と
小
さ
な
木
工
展
【
公
開
】

2
㈯

鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
と
小
さ
な
木
工
展
【
公
開
】

3
㈰

鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
と
小
さ
な
木
工
展
【
公
開
】

4
㈪

鉄
道
ジ
オ
ラ
マ
と
小
さ
な
木
工
展
【
公
開
】

9
㈯

第
13
回
鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ
【
申
込
要
】

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

10
㈰

第
13
回
鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ
【
申
込
要
】

11
㈪

美
容
室
向
け
カ
ラ
ー
セ
ミ
ナ
ー

12
㈫

ワ
イ
ン
試
飲
会

14
㈭

合
唱
練
習

16
㈯

第
13
回
鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ
【
申
込
要
】

フ
ラ
メ
ン
コ
・
レ
ッ
ス
ン

17
㈰

第
13
回
鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ
【
申
込
要
】

19
㈫

第
13
回
鳥
取
ま
ち
ゼ
ミ
【
申
込
要
】

　
　
　
　
※
利
用
予
定
は
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

 

第
47
回
鳥
取
市

　 

木
の
ま
つ
り
の
ご
案
内

小規模事業者経営改善資金融資制度

無担保・無保証人 マ ル 経 融 資 をご活用ください！
マル経融資は、商工会議所の推薦によって日本政策金融公庫から無担保、保証人なし

で受けられる融資制度です。融資対象は従業員規模が商業・サービス業（宿泊業および

娯楽業を除く）で５人以下、その他は２０人以下の事業所です。 

●融資限度額 2,000 万円  ●利率 年 1.35％（2024.10.1 現在） 

●返 済 期 間 運転資金＝  ７年以内（据え置き１年以内） 

設備資金＝１０年以内（据え置き２年以内） 

問い合わせ先 鳥取商工会議所 経営支援一課 TEL：0857－32－8005
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２
　
青
年
部
政
策
提
言
委
員
会
・
鳥
取
お
城
委

員
会

３
　
若
手
経
営
塾
▽
青
年
部
総
務
委
員
会

４
　
歴
ま
ち
事
業
全
体
会
議
▽
企
画
政
策
委
員

会
▽
青
年
部
仕
組
み
改
善
委
員
会

５
　
会
頭
・
副
会
頭
会
議
▽
経
営
指
導
員
研
修

６
　
学
校
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

i
n

醇
風
小
学
校

▽
産
業
廃
棄
物
管
理
型
最
終
処
分
場
の
早

期
設
置
要
望
▽
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｉ
Ｔ
知
財
無
料
相

談
会
▽
青
年
部
ビ
ジ
ネ
ス
活
性
化
委
員
会

９
　
観
光
・
交
通
部
会
正
副
部
会
長
会
議
▽
金

融
部
会
正
副
部
会
長
会
議

10
　
女
性
会
会
員
委
員
会
▽
県
連
幹
事
会

11
　
駅
前
の
梨
収
穫
作
業
▽
青
年
部
例
会

12
　
運
営
委
員
会

13
　
建
設
部
会
セ
ミ
ナ
ー

15
　
定
例
金
融
相
談
会
▽
青
年
部
５
役
会

17
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
正
副
委
員
長
会
議

18
　
女
性
会
例
会
・
役
員
会
▽
青
年
部
広
報
委

員
会

19
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
入
門
講
座

24
　
青
年
部
理
事
会

26
　
と
っ
と
り
観
光
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
特
別
委
員

会
▽
会
頭
・
副
会
頭
会
議

27
　
学
校
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊

i
n

湖
山
小
学
校

▽
サ
ー
ビ
ス
部
会
正
副
部
会
長
会
議
・
総

会
・
セ
ミ
ナ
ー

28
　
青
年
部
お
城
ま
つ
り
時
代
行
列
▽
と
っ
と

り
創
業
塾
（
29
日
、10
月
５
、６
、12
日
も
）

30
　
青
年
部
対
外
交
流
特
別
委
員
会

 

事
務
局
日
誌 （
　
）

定例金融相談会のご案内
　定例金融相談会は、㈱日本政策金融公庫鳥取支店のご協力をいただき、皆さまの事業資金調達等の金融
ニーズに迅速に対応するため毎月開催しています。ご希望の方は下記まで電話でお申し込みください。

１．日　時　　11月19日（火）午前10時〜12時
２．会　場　　鳥取商工会議所　会議室
３．内　容　　事業資金等の借入相談（㈱日本政策金融公庫職員との直接面接）
４．お申し込み・お問い合わせ　　　鳥取商工会議所 経営支援部 経営支援一課
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 TEL：0857－32－8005　FAX：0857－22－6939

９
月
抜
粋

代表取締役社長　安 部 裕 子　

https://きっぺい.net

〒680-0912  鳥取市商栄町221－9

TEL(0857)26-2121㈹　FAX(0857)27-9538

ひと手間から生まれるおいしい笑顔

業務用総合食品／厨房・衛生関連資材　卸販売

〒680-0913　鳥取県鳥取市安長85
TEL 0857-28-6211　FAX 0857-28-0905
http://www.tomari.co.jp

おいしさと健康を追求する

昭和49年の創業以降、全国でも選りすぐりのおつけものと、
地元鳥取の豊かな自然の幸を日本中にご紹介してきました。
おいしくて、健康的な食事、そして食卓での喜びと笑顔を
今日も鳥取からお届けします。

いつもの食卓 いつもつけもの

泊綜合食品株式会社
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（Tottori Chamber of Commerce & Industry）

地域 ･経済振興部
総　務　課 32-8002

経営支援部
経営支援一課 32-8005

経済振興課 32-8003 経営支援二課 32-8005
地域振興課 32-8004 農商工連携推進事業 32-8005

鳥取産業会館·鳥取商工会議所ビルに車でお越しの方は､会館北側駐車場をご利用ください｡最初の30分
は無料ですが､それ以降は1時間ごとに100円が必要です｡駐車サービス券の発行はテナント事業所に
よって異なりますので､当該事業所にご確認ください｡

駐車場ご案内

ヤマタスポーツパークまでは、
シャトルバスも出るよ︕ 

県内各地でイベント盛りだくさん！みんなで「ねんりんピック」を楽しもう！

ねんりんピックはばたけ鳥取2024実行委員会
（鳥取県地域社会振興部ねんりんピックはばたけ鳥取2024実施本部事務局内）
〒680-8570　鳥取県鳥取市東町１丁目271　大会HP：https://nenrin-tottori2024.jp/
電話：0857－26－7908　ファクシミリ：0857－26－8741

問
合
せ
先

お


